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編・集・後・記

石原継勇氏 (1期 )が ドj度会長に選出された 2∞3年 ()「1の OB・ OG会総会にお

ける最大のテーマは、IIR御1立Юlrll年 記念行事をよ馬 年4月 に材l催することであ

った,それは今までの∞年間のⅢtの活動を振 1)返 り、今後のⅡRはいかにある

べきかを主軸にして種々の行事を行うことであり、そしてその中′亡ヽが記念iどの

発行であった :

役員会は小生にこの記念誌委員会担当を任命したが、全くの素ノ、であるばか

りでなく、私自身も仕事の上でi毎 クト出張が多いので辞退したが、他の役夕tも そ

れぞれ重要な役割を負わなければならず、石原新会長に請われるままにり|き 受

けることになった1そ こで集まった編集委員は、それぞltll:事 や家庭をやりく

りしながら‖標に向けて一歩一歩前i笙 し、東京での会合は実によ111を 超えた

印り1・ 製本事業に精i亜 する岩田紘行君 (13期 )、 T・ 代延勝利イ](32期 ,、

「
1際

的活動や海クト生活に豊かな経験をもつIH(1品子71{1511い 、安冨英子:キ 116期 ,、

また海外事業、企業に11富 な経験をもつ小笠原111文 書 (7諄|)、 現役では試験

期間もいとわず交替で出席をしてくれた3ノ、 1千本良恭111、 邊見カギ|、 宮 ケ

原英君 )、 そしてLi史 を語る 11で最も重要な午表作成に1;ヲ ,I,、 委員会が壁に

ぶつかった時、いつもi芭 切なア ドバイスをくれた加1藤彰夫君
`l(1切

)と 、まさ

に年代を超えた強力なメンバーが編集のlilと なった]企碑iの内容、覇集、製本、

投稿者とのコンタクト等を彼らに4ヽlii的に11せることができたおかlザで、小生

4ま 記念誌委員会を維続開1を することに専念できた :

この記念誌が記念行事式典で、皆様のお千元に届けられることは大きな栄誉

であるtしかしながらその背景には、全編集委員のⅡRに対するitい思いとそ

の発をミを顎う気持ちがエネルキーとな i,、 その誕生が ll能 になったことを皆竹:

にごi‖告 したい,編集に際 して、各期みんなが篠ることなく原稿を寄せること

を日指 したが、結果的に各11代へ平等に振 :)分 :す ること:ま L]華であった

またI‖ 111か ら協力してくれた、宮[Hキ己男li(391'卜 、安同美li14 144;り1)千
´
葉子3

弘君 (45期 )、 および米谷瑞恵君 (31期
'、

|ヨ 中美和君・ 15#11に も感工|の 気持

ちを伝えたい
:

●|IR50周年記念誌委員会委員長  11理  泰 (フ期)

記念誌を発行するにあたり、ご多忙にもかかわらず貴重な文章をお1年せいた

だいた皆様に′亡,よ 1)感謝申し 11げ ます [

|‐ 分な準櫛ができていなかったために、OB'OG会 員をはじめとし、留学

生やホストファミリーなどお‖l話になった情様全jlに 原稿をお願いできなかっ

たことを残念に思っています ,

IIRは会員一人ひとりにとって、青春の思い出の1ページであ :)「異文 fヒ に

触れ、Li際交流に貫i静tし たいJと いう情熱が諦年という歴史を支えてきたこと

を実感しました ,

三十余巨|の編集会i義 を重ね、委歩:それぞれが最大の努力をして作り_Lげた記

念F志だとi南 りこしています
=

最後に、この記念誌が1キ 様に IIRのキF史 を今一度 碁いていていただくきっ

かけになることを願い、編集長の1え拶 とさせていただきたいと思います :

●編集長 岩 lJ紘行 (13期 )

*こ うt11い ただきましたキ千様のケ:書 きおよびIt歴は省「:券 させていただきました,
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